
◎下請中小企業振興法の一部を改正する法律 
（平成一五年六月一八日法律第八六号）   

一、提案理由（平成一五年五月二○日・参議院経済産業委員会） 

○国務大臣（平沼赳夫君） まず、下請中小企業振興法の一部を改正する法律案につき

まして、その提案理由及び要旨を御説明申し上げます。 

 現在の中小企業をめぐる経済環境は、デフレ状態の継続に加え、製造業の海外展開の

進展など厳しい状況が続くとともに、サービス経済化の進展など大きく変化してきてお

ります。 

 このような状況下で、国内における産業基盤を維持し、より付加価値の高い製品、サ

ービスを生み出していくためには、企業間の連携協力関係の強化が不可欠であり、その

重要な担い手である下請中小企業の振興を図ることは喫緊の政策課題であります。 

 これまで下請中小企業振興対策につきましては、本法に基づき、製造業を主たる対象

に経営基盤の強化、取引のあっせん等の措置を講じてまいりましたが、昨今の状況変化

に対応して、サービス業等を対象業種として追加するなど振興対策の拡充強化を図る必

要があることから、本法律案を提出した次第であります。 

 次に、本法律案の要旨を御説明申し上げます。 

 第一に、下請事業者の定義に、委託を受けて情報成果物作成、役務提供等を業として

行う中小企業者を追加することにより、サービス業等に係る下請中小企業を振興の対象

とすることといたします。 

 第二に、下請中小企業が経営基盤の強化を図るために作成する振興事業計画に関し、

多様かつ柔軟な支援が可能となるよう、その作成主体に関する制限となっておりました

業種指定制の撤廃及び団体資格要件の緩和等の措置を講ずることといたします。 

 第三に、支援策の内容におきましても、売掛金債権担保保険に関する中小企業信用保

険法の特例を講ずることにより、振興事業に関する下請中小企業の資金繰りの支援を拡

充することといたします。 

 以上が本法律案の提案理由及びその要旨であります。 

……………（略）…………… 

 何とぞ、この二つの法律案について、慎重御審議の上、御賛同くださいますようにお

願いを申し上げます。 

 以上であります。 

二、参議院経済産業委員長報告（平成一五年五月二八日） 

○田浦直君 ただいま議題となりました三法律案につきまして、経済産業委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、下請中小企業振興法の一部を改正する法律案は、委託を受けて情報成果物作成

等を行う中小企業者を下請中小企業振興の対象として追加するとともに、下請中小企業



に対する支援措置を拡充する等の措置を講じようとするものであります。 

……………（略）…………… 

 委員会におきましては、以上の三法律案を一括して議題とし、質疑を行うとともに、

下請代金法改正案については参考人から意見を聴取いたしました。 

 質疑の主な内容は、下請代金法の適用対象業種拡大に対する考え方、親事業者と下請

事業者を画する資本金基準細分化の必要性、下請中小企業振興対策の在り方、共済資産

の運用改善に対する取組等でありますが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

……………（略）…………… 

 次に、下請振興法改正案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定いたしまし

た。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 

三、衆議院経済産業委員長報告（平成一五年六月一二日） 

○村田吉隆君 ただいま議題となりました三法律案につきまして、経済産業委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 まず、下請代金支払遅延等防止法の一部を改正する法律案及び下請中小企業振興法の

一部を改正する法律案につきましては、プログラムの作成等役務の委託に係る下請取引

を両法の対象として追加する等の措置を講ずるものであります。 

……………（略）…………… 

 本委員会においては、去る五月三十日、下請代金支払遅延等防止法の一部を改正する

法律案に関し、福田内閣官房長官及び参議院における修正部分を修正案の提出者木俣佳

丈君から、また、下請中小企業振興法の一部を改正する法律案及び小規模企業共済法の

一部を改正する法律案に関し、平沼経済産業大臣から、それぞれ提案理由の説明を聴取

した後、昨日、各改正案の質疑を終了いたしました。 

 質疑終局後、下請代金支払遅延等防止法の一部を改正する法律案及び下請中小企業振

興法の一部を改正する法律案につきましては、採決を行った結果、全会一致をもって、

小規模企業共済法の一部を改正する法律案につきましては、討論を行い、賛成多数をも

って、いずれも原案のとおり可決すべきものと議決いたしました。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 


